
　
冨と
み
士す

山や
ま
つ
つ
じ
ま
つ
り
　
交
通
整
理
に
ご
協
力
を

　

み
な
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
交
通
整
理
を
実
施

し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
交
通
整
理
の
実
施
予
定
日
】

５
月
３
日
㈬
〜
７
日
㈰

【
整
理
時
間
】

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
山
頂
周
遊
道
路
の
通
行
制
限
】

▽ 

冨
士
山
山
頂
の
周
遊
道
路
は
、
時
計

周
り
で
一
方
通
行
で
す
。

▽ 

期
間
中
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
整
理
員
、
道

路
標
識
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
無
料
臨
時
バ
ス
の
運
行
】

　

交
通
整
理
実
施
日
に
は
、
臨
時
バ
ス

を
無
料
運
行
し
ま
す
。
駐
車
場
は
、
大

洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」、
市
役
所

立
体
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
往
復
運
行
の
経
路
】

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」
〜
冨
士

山
ふ
れ
あ
い
の
家
前
〜
展
望
台
前
広
場

※ 

午
前
10
時
以
降
約
30
分
間
隔
で
運
行

（
最
終
午
後
４
時
に
「
あ
さ
も
や
」

を
出
発
）

【
冨
士
山
交
通
整
理
料
】

　

交
通
整
理
実
施
日
に
は
、
次
の
整
理

料
金
が
必
要
で
す
。

▽
普
通
自
動
車
（
軽
自
動
車
を
含
む
）

 

５
０
０
円

▽
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 

８
０
０
円

▽
大
型
バ
ス 

１
０
０
０
円

【
注
意
事
項
】

▽ 

ツ
ツ
ジ
の
開
花
状
況
に
よ
り
、
交
通

整
理
日
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
整
理
日
変
更
に
伴
い
、
無
料

臨
時
バ
ス
の
運
行
も
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽ 
荒
天
な
ど
に
よ
り
バ
ス
の
運
行
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会　

☎
㉔
２
６
６
４

　鹿野川湖周遊企画イベントの一つとして、鹿
野川湖カヌー大会を開催します。
　カヌーに乗ったことがない人でも気軽に参加
できる大会として、小学生から一般までの各種
目を設けています。初めてカヌーに乗る人や操
作に自信のない人には、練習日や当日の練習時
間を設ける予定です。
【日　時】 6 月 3 日㈯
▽開会式　　　　午前10時
▽受け付け開始　午前 9 時30分
【場　所】鹿野川湖漕艇場
【募集対象】小学 3 年生以上
【駐車場】風の博物館駐車場
※会場までマイクロバスで送迎します。
【申し込み方法】
　市公式ホームページに掲載してある実施要項
の「参加申込書」を提出してください。

【問い合わせ先】肱川支所地域振興課　☎34－2311

　平成29年度において、フラワーパーク内にあ
る体験農園の利用者を募集します。

【場　所】
フラワーパークおおず

（大洲市西大洲甲1766番地第 7 ）
【募集区画】 5 区画（総区画110区画）
【利用期間】利用を許可した日～平成30年 3 月31日
【対象者】
市内に住所を有する人
または市内に勤務する人
【利用制限】

1 利用者につき 4 区画まで
※ 希望者多数の場合は、抽

選になります。

【申し込み・問い合わせ先】
農林水産課農業振興係
☎24－1727

　��第 3 回鹿野川湖カヌー大会参加者募集 　�フラワーパーク体験農園の
利用者募集について
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土　木　費

▽市道の改良を行います。 （ 5 億7,430万円）

▽木造住宅の耐震改修費用を助成します。
 （1,560万円）

▽城山公園を整備します。 （7,087万円）

消　防　費

▽消防詰所の改築を行います。
 （3,777万円）

▽小型動力ポンプ積載車などを更新します。 
 （1,584万円）

平成29年度の予算規模

区　　　　分 当初予算 対前年度比（％）

一　　般　　会　　計 252億2,000万円 0.0 

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 64億9,300万円 △6.8 

国 民 健 康 保 険 診 療 所 1億　735万円 △6.5 

後 期 高 齢 者 医 療 6億3,308万円 △0.8 

介護
保険

介 護 保 険 勘 定 51億5,184万円 1.2 

介護サービス勘定 3,941万円 △16.7 

簡 易 水 道 事 業 3億　625万円 24.2 

港 湾 施 設 事 業 1,109万円 35.4 

土 地 取 得 造 成 22万円 △99.9 

住宅新築資金等貸付事業 613万円 △24.1 

農 業 集 落 排 水 事 業 1億　518万円 △36.7 

公 共 下 水 道 事 業 12億8,102万円 29.6 

温 泉 事 業 852万円 △13.2 

商 業 集 積 施 設 管 理 316万円 △2.5 

特別会計　計 141億4,625万円 △2.0 

企 

業 

会 

計

水 道 22億6,590万円 15.4 

工 業 用 水 道 3,269万円 1.0 

病 院 45億5,040万円 9.7 

企業会計　計 68億4,899万円 11.5 

合　　　　　　　計 462億1,524万円 0.9 

商　工　費

▽ 新たに市内に事業所を設置する企業などを支
援します。

 （5,209万円）
▽観光うかい60周年記念事業を実施します。
 （735万円）
▽ 南予博の承継事業を中心とした観光まちづく

り戦略推進事業を実施します。 （2,550万円）

教　育　費

▽学校施設の耐震・改修工事を行います。 
（ 1 億6,599万円）

▽ 大洲藩主加藤家・中江藤
とうじゅ

樹大洲入り400年顕
彰事業を実施します。 （440万円）

▽ 総合体育館の施設を改修し、運動器具などの
設備を更新します。 （ 1 億258万円）
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平成29年度　一般会計当初予算・主要施策
　「元気で魅力あるまちづくり」、「安全・安心・住み
よいまちづくり」にむけて、魅力ある地域資源を生か
しながら、さらなる地域の活性化につながる施策を行
います。
 

総　務　費

▽ 移住・定住支援のため、空き家の改修や住宅
取得などの経費の一部を助成します。

（5,556万円）
▽大洲市でがんばるひとを応援します。

（3,046万円）
▽ 愛

え

顔
がお

つなぐえひめ国体・えひめ大会を開催し
ます。（ソフトボール、ソフトテニス、カヌー
スプリント、知的障がい者バスケットボール）

（ 3 億7,200万円）

民　生　費

▽ 第 3 子以降の通院医療費を15歳まで無料化し
ます。 （325万円）

▽ 第 2 子以降の出産時に紙おむつの支給券（ 5
万円分）を配布します。 （1,248万円）

衛　生　費

▽救急医療体制を支援します。 （6,872万円）

▽ 大洲・喜多衛生事務組合「清流園」の施設改
良を行います。

（ 2 億8,285万円）

地方交付税
98億3,868万円
（39.0％）

市税
42億3,504万円
（16.8％）

国庫支出金
25億4,349万円
（10.1％）

市債
26億6,147万円
（10.6％）

県支出金
15億7,393万円
（6.2％）

繰入金
5億3,655万円
（2.1％）

繰越金
12億円
（4.8％）

その他
26億3,084万円
（10.4％）

土木費
29億8,660万円
（11.8％）

衛生費
24億9,555万円
（9.9％）

農林水産業費
8億5,404万円
（3.4％）

その他
9億9,782万円
（4.0％）

民生費
82億687万円
（32.5％）

公債費
26億9,814万円
（10.7％）

総務費
34億7,877万円
（13.8％）

教育費
24億5,517万円
（9.7％）

消防費
10億4,704万円
（4.2％）

一般会計の構成

農林水産業費

▽ 6 次産業化・農商工連携を促進するための事
業を実施します。 （715万円）

▽ 認定農業者などの第1次産業従事者に対し、
機械・施設を整備する経費の一部を助成しま
す。 （1,008万円）

▽ 有害鳥獣による被害防止対策を実施します。
 （ 1 億867万円）

歳　入
252億2,000万円
（100％）

歳　出
252億2,000万円
（100％）
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　国民健康保険の届け出はお済みですか
　国民健康保険の変更届は、変更があった日から14日以内に世帯主が届け出ることになっています。自動的
に変更されることはありませんので、市役所（または支所）の国保窓口で必ず手続きをしてください。
　加入の届け出が遅れると、国民健康保険の加入資格を得た日までさかのぼって保険税を納めなければなり
ません。また、その間の医療費は全額自己負担となります。脱退する届け出が遅れると、保険税（料）を二
重に支払ってしまうこともあります。

こんな時は、必ず14日以内に届け出を

こんな時 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
時

ほかの市区町村から転入してきた時 転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した時 職場の健康保険を脱退した証明書、印鑑

職場の健康保険の被扶養者から外れた時 被扶養者でなくなった証明書、印鑑

子どもが生まれた時 保険証、母子健康手帳、印鑑

生活保護を受けなくなった時 保護廃止決定通知書、印鑑

外国籍の人が加入する時 在留カードなど

国
保
を
脱
退
す
る
時

ほかの市区町村に転出する時 保険証、印鑑

職場の健康保険に入った時 国保と職場の健康保険の両方の保険証（後者が
未交付の場合は加入したことを証明するもの）、
印鑑職場の健康保険の被扶養者になった時

国保の被保険者が死亡した時 保険証、死亡を証明するもの、印鑑

生活保護を受けるようになった時 保険証、保護開始決定通知書、印鑑

外国籍の人の出国（転出）時 保険証、在留カードなど

そ
の
他

市内で住所が変わった時

保険証、印鑑世帯主や氏名が変わった時

世帯を分けたり、一緒になる時

修学のため、別に住所を定める時 保険証、在学証明書、印鑑

保険証をなくした時
（あるいは汚れて使えなくなった時） 印鑑、（使えなくなった保険証）

※すでに国保の保険証が交付されている場合は、必ず持参してください。
※ 届け出には、運転免許証・パスポートなど顔写真付きの公的証明書およびマイナンバー通知カードなどが

必要です。

【問い合わせ先】
保険年金課国保係  ☎24－1713　  長浜支所  ☎52－1113　  肱川支所  ☎34－2331　  河辺支所  ☎39－2113
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不
法
投
棄
や
野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
　

不
法
投
棄

　

人
目
に
つ
か
な
い
山
林
や
道
路
脇
な

ど
に
は
、
家
電
製
品
や
自
転
車
な
ど
の

大
型
ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
面
倒
だ
か
ら
」「
リ
サ
イ
ク
ル
料
が

か
か
る
か
ら
」と
捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
、

街
の
美
観
を
損
ね
る
と
と
も
に
、
生
活

環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ご
み
の
不
法

投
棄
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
、
違
反
す

る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。み
な
さ
ん
も「
不

法
投
棄
は
し
な
い　

さ
せ
な
い　

許
さ

な
い
」
の
気
持
ち
で
、
き
れ
い
な
街
づ

く
り
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）

　

庭
先
や
畑
な
ど
で
の
ご
み
の
野
外
焼

却
（
ド
ラ
ム
缶
や
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

も
含
む
）
に
よ
り
、「
臭
く
て
窓
が
開

け
ら
れ
な
い
」「
洗
濯
物
に
臭
い
が
付

く
」
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
構
造
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
焼
却
炉
で
焼
却
す
る
と
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、
健

康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

野
外
焼
却
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則
禁
止
さ

れ
、
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

【
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
焼
却
】

▽ 

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
施
設
管
理
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

（
例
・
河
川
管
理
の
た
め
に
伐
採
し

た
草
木
の
焼
却
）

▽ 

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復

旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

（
例
・
災
害
時
に
お
け
る
木
く
ず
な

ど
の
焼
却
）

▽ 

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

に
お
い
て
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

（
例
・
地
域
行
事
に
お
け
る
し
め
縄

な
ど
の
焼
却
）

▽ 

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

ず
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

　

 （
例
・
稲
わ
ら
、
枝
木
、
漁
網
に
付

着
し
た
海
産
物
の
焼
却
）

※ 

農
作
業
で
発
生
し
た
農
業
用
廃
ビ
ニ

ー
ル
は
野
焼
き
で
き
ま
せ
ん
。

▽ 

日
常
生
活
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物

の
焼
却
で
、
煙
や
臭
い
な
ど
が
近
隣

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
の
少
量
の

も
の

　

 （
例
・
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
。
た
だ
し
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
、
紙
類
な
ど
の
焼
却
は
禁
止
）

【
注
意
事
項
】

　

例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
野
外
焼
却
で

も
、
近
隣
か
ら
苦
情
の
あ
る
場
合
な
ど

は
、
改
善
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
の
罰
則

▽
個
人
の
場
合

　

 

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の
併
科

▽
法
人
の
場
合　

　

３
億
円
以
下
の
罰
金

　

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の

　

補
助
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
市
内
の
各
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促
進
す

る
た
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
お
よ
び
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
に
対

し
、
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

▽
一
世
帯
５
年
間
で
２
基
ま
で

▽
購
入
価
格
の
２
分
の
１
を
補
助

　
（
限
度
額
２
０
０
０
円
）

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

▽
一
世
帯
５
年
間
で
１
基
ま
で

▽
購
入
価
格
の
２
分
の
１
を
補
助

　
（
限
度
額
２
万
円
）

※ 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

※ 

購
入
を
希
望
す
る
人
は
印
鑑
を
持
参

し
、
指
定
販
売
業
者
の
店
頭
で
補
助

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
生
活
課　
　

☎
㉔
１
７
１
０

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
39
２
１
１
３

電 気 式

コンポスト
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　（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
　
宝
く
じ
助
成
事
業

　
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

　

地
域
活
動
を
実
践
す
る
団
体
が
、
平

成
28
年
度
宝
く
じ
助
成
に
よ
り
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

野
田
獅
子
保
存
会

【
祭
り
用
具
整
備
】

　

野
田
獅
子
保
存
会
は
、
明
治
32
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
獅
子
舞
を
伝
承
し
、

地
元
の
地
方
祭
や
小
・
中
学
校
、
大
洲

ま
つ
り
な
ど
で
演
舞
を
披
露
し
て
き
ま

し
た
。

　

野
田
獅
子
は
、
獅
子
の
舞
い
手
と
そ

の
獅
子
を
操
る
太
鼓
の
叩
き
手
で
構
成

さ
れ
、
獅
子
の
舞
い
手
を
保
存
会
会
員

が
、太
鼓
の
叩
き
手
を
地
元
幼
稚
園
生
、

小
学
生
、
中
学
校
１
年
生
が
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
古
く
な
っ
た
獅
子
舞
の
備

品
を
新
調
・
修
繕
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
事
業
と
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
文
化
へ
の
支
援

や
地
域
の
国
際
化
の
推
進
お
よ
び
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て
助
成

を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業
で

す
。　
　

　

財
源
に
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託

事
業
収
入
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
活
力
課

☎
�
９
９
８
９

　日本赤十字社では、国内外で災害や大事故などが
発生した場合、ただちに医療救護班を派遣し、災害
救護活動や国際救護活動、国内外の医療・福祉活動
などを行っています。
　このような活動が行えるのは、日ごろから資金協
力をしてくださるみなさんに支えられているからで
す。ご支援、ご協力いただいたみなさんに、心より
厚くお礼申し上げます。
　今年も 5 月に、区長各位などを通じて活動資金の
募集を行いますので、ご支援、ご協力をお願いしま
す。区に未加入の人や法人、職域などについては、
社会福祉課、または長浜・肱川・河辺の各支所で受
け付けますので、よろしくお願いします。

平成28年度の「活動資金」
602万8,425円

ご協力ありがとうございました。

　日本赤十字社が実施している平成28年度熊本地震
災害義援金の受付期間が、来年 3 月末まで延長され、
引き続き、次の金融機関で受け付けを行っています。
市役所および各支所でも義援金募金箱による受け付
けを行っていますので、ご協力をお願いします。
　なお、これまでにご協力いただいた義援金は、今
年 2 月末日現在、199万7,387円です。多くの善意に
感謝申し上げます。

日本赤十字社の受付口座
▽ゆうちょ銀行および郵便局 00130―4―265072
　日赤平成28年熊本地震災害義援金
▽三井住友銀行すずらん支店 普通　2787530
　日本赤十字社
▽三菱東京ＵＦＪ銀行やまびこ支店 普通　2105525
　日本赤十字社
▽みずほ銀行クヌギ支店 普通　0620308
　日本赤十字社

【問い合わせ先】
社会福祉課地域福祉係　☎24－1715

　��５月は赤十字運動月間です
～赤十字社活動資金にご協力ください～

　熊本地震災害義援金の受付期間が延長されました
　～引き続き義援金募金にご協力ください～
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ふ
れ
あ
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
支
援
補
助
金

　（
de
愛あ

い

イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
）
に
つ
い
て

　平成29年度公益財団法人桝山教育振興会助成事業

　

市
内
に
お
い
て
独
身
男
女
が
出
会
う

機
会
を
充
実
さ
せ
、
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
独
身
男
女
が
出

会
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
（
de
愛
イ
ベ
ン

ト
）に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※ 

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
主
催
者
に
対

す
る
補
助
金
で
す
。

【
補
助
要
件
】

▽ 

主
催
者
が
、
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
後
、
セ
ン
タ
ー
）
の
応
援

企
業
に
登
録
し
て
い
る
市
内
の
法
人

な
ど
で
あ
る
こ
と

▽ 

原
則
、
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
実
施
す

る
イ
ベ
ン
ト

▽ 

参
加
者
１
人
当
た
り
の
参
加
費
用
が

１
０
０
０
円
（
セ
ン
タ
ー
支
援
金
含

む
）
以
上
で
あ
り
、
補
助
金
額
を
含

め
た
収
入
額
が
支
出
額
を
上
回
ら
な

い
こ
と

【
補
助
金
額
】

参
加
者
１
人
に
つ
き
２
０
０
０
円
以
内

【
交
付
ま
で
の
流
れ
】

①
応
援
企
業
に
登
録（
未
登
録
の
場
合
）

② 

セ
ン
タ
ー
の
承
認
を
受
け
た
計
画
書

と
と
も
に
、
補
助
金
交
付
申
請
書
を

市
へ
提
出

③ 

市
か
ら
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
が

届
い
た
後
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

④ 

イ
ベ
ン
ト
実
施
後
、
セ
ン
タ
ー
へ
提

出
し
た
報
告
書
の
写
し
と
と
も
に
、

実
績
報
告
書
や
交
付
請
求
書
な
ど
を

市
へ
提
出

⑤
内
容
確
認
後
、
市
が
補
助
金
を
交
付

　

予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
け
付
け
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
欄
か
ら
、「
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い（
様

式
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

　

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
の
記
事
を
広

報
お
お
ず
に
掲
載
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※ 

原
稿
締
め
切
り
は
、
募
集
開
始
の
約

３
カ
月
前
が
目
安
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て

地
域
活
力
課

☎
�
９
９
８
９

応
援
企
業
・
イ
ベ
ン
ト
計
画
に
つ
い
て

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
３
３
）
５
５
９
６

http://w
w

w
.m

sc-ehim
e.jp/

　公益財団法人桝山振興会は、市内における教育・
文化・スポーツなど、豊かな人間性をかん養するこ
とを目的とする事業に対する助成を行っています。
　平成29年度の助成事業内容が決定しましたので、
お知らせします。

【事業内容および助成先】
1 　 大洲市内に所在する公立高等学校、中学校及び

小学校に対する図書、備品、設備等の寄贈
　　（定款第 4 条第 1 号）
　▽図書・備品寄贈
　　大洲高等学校・大洲農業高等学校・長浜高等学校

2 　 大洲市内に所在する公立の学校が主催又は参加
する文化、体育行事の協賛及び後援

　　（定款第 4 条第 2 号）
　▽全国大会等出場補助（市内公立高等学校）

3 　 この法人の設立趣旨から適当、有益と判断させる
教育関係団体等に対する助成、寄附、寄贈等

　　（定款第 4 条第 3 号）

　　▽大洲市立図書館図書寄贈
　　▽大洲自然科学教室補助
　　▽大洲歴史文化教室補助
　　▽科学体験フェスティバル補助
　　▽市指定無形文化財振興事業補助
　　▽青少年海外派遣事業補助
　　▽大洲ジュニアトライアスロン大会開催補助
　　▽親と子のコンサート開催補助
　　▽大洲少年少女合唱団補助
　　▽大洲市スポーツ少年団補助
　　▽国立大洲青少年交流の家図書寄贈
　　▽講演会開催補助
　　▽大洲市カヌー後援会備品寄贈

で
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▽ 

介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
支
援
ま
た

は
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

▽ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

の
所
持
者

▽
療
育
手
帳
の
所
持
者

▽ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持

者
【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課　

☎
㉔
１
７
４
２

　
グ
ラ
ッ
と
来
る
前
に
家
具
転
倒
防
止

【
大
洲
市
で
最
大
震
度
７
想
定
】

　

愛
媛
県
が
公
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
地

震
等
に
よ
る
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
大

洲
市
で
は
広
範
囲
で
震
度
６
弱
以
上
、

最
大
で
震
度
７
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
家
具
転
倒
防
止
等
推
進
事
業
】

▽ 

器
具
で
固
定
す
る
家
具
３
点
お
よ
び

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
４
枚
ま

で
の
取
り
付
け
を
無
料
で
行
い
ま

す
。

▽ 

固
定
す
る
器
具
お
よ
び
飛
散
防
止
フ

ィ
ル
ム
の
購
入
費
用
は
申
請
者
本
人

負
担
と
な
り
ま
す
。

▽ 

事
業
の
利
用
は
、
一
世
帯
に
つ
き
一

回
で
す
。

▽ 

家
具
１
点
ま
た
は
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
１
枚
か
ら
利
用
で
き
ま

す
。

【
対
象
世
帯
】

　

事
業
を
利
用
で
き
る
世
帯
は
、
大
洲

市
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
の
み
の
世
帯
で
す
。

▽
65
歳
以
上
の
人

　住まいの耐震化・アスベスト含有調査費用の補助について
住まいの耐震化補助金
　地震が発生した場合、古い木造住宅は非常に危険
です。市では、木造住宅の耐震診断・改修にかかる
費用の一部を補助しています。
耐震診断
【対象となる住宅】
昭和56年 5 月31日以前に着工された一戸建て木造住宅
で、 2 階建て以下、延べ床面積が500㎡以下のもの
※構造が一定の要件を満たす工法
【補助金額】※次のうちどちらか
▽補助制度
　耐震診断にかかる費用の 3 分の 2 以内で 4 万円を限度
▽派遣制度
　診断評価手数料（3,000～9,000円程度）のみ個人負担
耐震改修
【対象となる住宅】
市が補助する耐震診断を受け、耐震改修工事が必要
と判断されて、地震に対して安全な構造となるよう
に工事を行う住宅

【補助金額】
▽ 耐震改修設計にかかる費用の 3 分の 2 以内で20万

円を限度
▽耐震改修工事にかかる費用以内で120万円を限度
▽ 工事監理にかかる費用の 3 分の 2 以内で 4 万円を

限度　
※ 耐震改修工事に直接関係しないリフォームなどは

対象外

建築物アスベスト含有調査補助金
【対象となる調査】
吹付けアスベストなどが施工されている恐れのある
建築物で、アスベスト含有調査を行うもの
【補助金額】
調査にかかる費用以内で、 1 棟につき25万円を限度

※各補助金は予算がなくなり次第終了となります。
※補助金支給を希望する際は、事前にご相談ください。

【問い合わせ先】都市整備課　☎24－1719
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�

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

～
平
成
28
年
度
分
市
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
の
均
等
割

が
課
税
さ
れ
な
い
人
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
（
経
済
対
策
分
）
の
支
給
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
】

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得

の
低
い
人
へ
の
負
担
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
支
給
す
る
給
付
金
で
す
。

【
支
給
対
象
者
】

次
の
条
件
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽ 

基
準
日
（
平
成
28
年
１
月
１
日
）
に

大
洲
市
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人

▽ 

平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
の
均
等
割

が
課
税
さ
れ
な
い
人
（
た
だ
し
、
市

民
税
の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
の
扶
養
親
族
な
ど
は
除
く
）

▽ 

生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ
る
被

保
護
者
な
ど
で
は
な
い
人

【
支
給
額
】

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

１
万
５
０
０
０
円

【
申
請
先
・
申
請
期
限
】

５
月
１
日
㈪
～
10
月
31
日
㈫

▽ 

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
お
支
払
い

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▽ 

申
請
先
は
、
基
準
日
に
お
い
て
、
住

民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村
に
な

り
ま
す
。

▽ 
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人

に
は
、
５
月
上
旬
に
申
請
書
な
ど
を

郵
送
し
ま
す
。

【
注　

意
】

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
手
続

き
を
装
っ
た
、「
振
り
込
め
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
こ
と

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉔
１
７
１
５

市
民
税
に
関
す
る
こ
と

税
務
課
市
民
税
係

☎
㉔
１
７
１
１

　戦没者などのご遺族のみなさんへ
　第10回特別弔慰金の請求はお済みですか
請求期間は、平成30年 ４ 月 ２ 日㈪まで
【支給対象者】
　戦没者などの死亡当時のご遺族で、平成27年 4 月 1 日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や
「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを受けていない場合に限られます。
　特別弔慰金は、次の遺族のうち、順序に従ってもっとも順位が先の人一人だけに支給されます。
▽�基準日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した人
▽戦没者などの子
▽�戦没者などの①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉妹
※�戦没者などの死亡当時、生計関係を有していることなどの要件を満たしているかどうかにより、順位が入
れ替わります。

▽�上記以外の戦没者などの3親等内の親族（おい、めいなど）
※戦没者などの死亡時まで引き続いて 1年以上の生計関係を有していた人に限ります。
【支給内容】額面25万円、 5年償還の記名国債

【請求・問い合わせ先】
高齢福祉課地域支援係　☎24－1714　長浜支所　☎52－1111　肱川支所　☎34－2311　河辺支所　☎39－2113
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